
















「お待ちどうさまー」食堂で働〈人も生き生きとし
活気があふれている

乗りやすいように繍助するベテランの
係員

.�· 

rいらっしゃいませ」と声をかけ 、 感謝の心でリフト乗車券を
確認する係員
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「スキ ーのあとのビ ーJレはうまい／」大入り満員の食堂

。

スキー場は若者や子供たちでいっぱい

グ.1'·
’

丸岡。

お母さんと一緒に楽しいスキーで～す





意

ひとごとト ー ケ

りんごづくりが

何よりのいきがい

。
～、生涯現役H がモット ーだべな～村山金之助8ん

（宇津野・84歳）

り
ん
ご
づ
く
り
を
は
じ
め
て
二
十

年
ば
り
な
る
げ
ん
と 、

三
十
年
前
に

免
許
を
取
っ
た
耕
運
機
で 、

毎
日
ば

あ
さ
ん
と
山
に
出
掛
り
る
の
が
何
よ

り
の
楽
し
み
だ
な 。

五
反
歩
の
り
ん

ご
閣
は 、

消
毒
と
り
ん
ご
も
ぎ
だ
け

は 、

患
子
だ
の
手
か
り
で
や
っ
て
る

げ
ん
と 、

関
定
か
ら
お
ろ
ぬ
き 、
葉

つ
み 、

玉
か
え
し
と 、

ほ
と
ん
ど
の

責
任
者
は
俺
っ
た
な 。

と
に
か
ぐ 、

丈
夫
で
稼
げ
る
こ
と

が
一

番
幸
せ
だ
と
思
っ
て
え
ん
な
よ 。

り
ん
ご
も
続
け
る
限
り

続
け
っ
た
え

ど
思
て 、

晩
酌
は
夏
分
は
二
合 、

今

は
冬
で
体
も
動
が
さ
ね
が
ら
一

日
お

き
に
一

合
て
決
め
で 、

気
つ
け
て
飲

ん
で
ん
な
よ 。

人
中
さ
行
く
の
が
好

き
で 、

老
人
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
さ
も

欠
か
し
た
こ
と
な
い
し 、

旅
行
も
好

き
で
よ 、

中
国
さ
二
回
行
っ
て 、

桂

林
の
舟
下
り
と
北
京
の
万
里
の
長
城

さ
登
た
眺
め
は
忘
れ
ら
ん
に
え
な 。

（
関
定
講
習
に
出
か
け
る
前
自
宅
で）

。

作・ホリィ絡？？側

雪
化
私
L
た

0
0
山
は｝
段
乙

美し
ω
て
す
ね
l
勺

オミ
ク
大
き
く

ゐ：
で〉
た
Sつ

カ

レ

サ

な
る
ん
fゴ
も
人，
』．

「
ワ
タ
シ
の
水
着
姿
カ
ツ
コ
イ
イ
？
」

「
今
日
は
ク
ッ
キ
ー
作
り
に
挑
戦」

菅井千尋ちゃん（ I歳・沼向）
（両親は誠吾さん・浩子さん）

清野詩織ちゃん（ 2歳・古慎）
（両親は稔ーさん・ヱルリンダさん）

鈴木宏宗くん（ 6歳・本町）
B牟美ちゃん（ 4歳）

（両親は健生さん ・ 恵子さん）
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ーみんなのひろばー

T 松 程
鈴木 裕子さん
（西五百川小3年）

千裕さん
( 6歳）

おじいちゃん

正巳さん
(60員長）

おばあちゃん

久美子さん
(57歳）

オ之、ι企＇，，，ミ只ゃメ）

。
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わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は 、

と
て
も
や
さ
し
い
で
す 。
そ
れ
に

自
ま
ん
す
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す 。

一
番

の自
ま
ん
は 、
と
て
も
計

算
が
速
い
で
す 。
わ
た
し
の
家
で

は 、
店
を
や
っ
て
い
る
の
で

計算

が
と
く
意
な
の
で
す 。
わ
た
し
が

計
算
ド
リ
ル
を
や
っ
て 、
ま
ち ．
か

え
る
と 、
や
り
方
を
か
え
た
り
し

て 、
計
算
を
教
え
て
く
れ
ま
す 。

わ
た
し
は 、
そ
ん
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
大
す
き
で
す 。
こ
れ
か
ら

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
下
さ
い 。

ー
裕
子
｜

d’ 

ヴ
EV

一戸
Aワ
ι彩
、J
mmイい

プ
菅白
井 づ
孝与三
啓i1
さ Jレ
ん

歳

図書券が当たる

令すぐ応募レ.，.ラJ

沼
向・
天
秤
座
・
A
型

農
業

。

Q
趣
味
は
？

バ
イ
ク
や
車
の
レ
l

ス
を
見
る
の

が
好
き
で 、
仙
台
に
出
か
け
ま
す 。

ち
な
み
に
俺
の
愛
車
は 、
ト
ラ
ッ

ク
で
す 。

Q
特
技
は
？

い
つ
で
も 、
ど
こ
で
も
寝
ら
れ
る

こ
と
か
な
あ 。

Q
理
想
の
女
性
は
？

優
し
く
て 、
よ
く
気
の
つ
く
女
性 。

芸
能
人
な
ら 、
坂
井
真
紀 。

Q
小
さ
い
頃
の
夢
は
？

弱
き
を
助
け 、
人
々
の
平
和
を
守

る
正
義
の
味
方
砂

警
察
官。
に
な
り

た
か
っ
た
な
あ 。

何
人
？

（
ヒ
ン
ト

7
ペ
ー

ジ）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
意
味
は
？

A
短
期
入
所

B
日
帰
り
利
用

C
宿
泊
利
用

門
応
ト
』ケヨ
（
2
月
却
日
締
め
切
り）

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入
し 、
－

住
所・

氏
名・
年
齢・
電
話
番
号
を
書
き
添

え
の
上 、

宮
宿一
一
一
五
朝
日
町
役

場
内
「

広
報
あ
さ
ひ
ま
ち
L

ま
で 。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3
人
の

方
に 、
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す 。
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い 。

｛

正

一
回

ぴ

1
ヨ

鈴
木
裕
子
さ

ん
（
松
程）
・

渡
辺一
来
さ
ん
（
大
谷

六）
・

今
井
き
よ
の
さ
ん
（
新
宿）

2

J
b

C・
B

警察'e'� 晶 1'7)t頁
【 τ夢見ていた5 鳳

一

Q
今
の
夢
は
？

今 、
自
然
観
ス
キ
1

ス
ク
ー

ル
で

働
い
て
い
ま
す 。
も
っ
と
ス
キ
ー

が

上
手
く
な
り
た
い 。
目
指
せ 、
ゲ
レ

ン
デ
の
ス
タ
l
！
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不景気を吹き稿ば参

商売繁盛を総額
m 

三月のお節句に、手作りの大豆のお菓子を作ってみて

はいかがでしょう。

。

今年 1 年の商売繁盛を祈る新春恒例の 「商売繁盛

祈願祭」 が1月6日、 中央公民館に関係者およそ80

人が出席して行われました。町商工会が主催し、 毎

年開催しているものです。

出羽三山の山伏の不景気を吹き飛ばす「ほら貝」

が鳴り響くなかJll�I鳥商工会長らが玉串を捧げた後、

御神酒が一人ひとりにふるまわれ、 参加者は心新た

にして商売繁盛を奮い合っていました。
続いて、 警察官や社員の心の教育に尽力されてい

こうぜん

る鈴木浩禅氏の 「今を生きる」と題した講話があり、

経営というのは商いというお金の世界ばかりでなく

「努力」 「感謝Jという心の世界にあること。職場と

は 「人間形成の場」 でもあり、 良き経営者は良き人

でなければならないことなど、 不況のときこそ、 心

の教育が最も大切であるととを強調。 参加者たちは

うなずきながら、 熱心にメモを取っていました。

①大豆を一晩水につけてふやか

し、ざるにあげて水を切ってお

く。

②油を低温に熱し、大豆をゆっく

り揚げる。上に 上がってくるま

で、はしでかきまぜながらキツ

ネ色に揚げ、 ザノレにとる。

③鍋に砂糖と酒を入れて火にか

け、 アワがでる位によくとかし、みそを入れかきまぜ

る。

＠揚げた大豆を③に入れ、十分に豆にまぶす。そこへ豆

がバラバラになるまで背豆きなこを多めに入れ、紙に

広げて冷ます。一晩おくと冷めてソリソリとなってお

いしい。

＝材 料＝

大豆 1カップ

砂糖 300g 

酒 大さじ 2

みそ 大さじ 2

青豆きなこ 適宜

揚油

【コツ】

・大豆を何回も分けて揚げる時は、二回目からは油をよ

く冷まして低温にしてから揚げる。

・大豆は揚げすぎるとにがくなり、揚げたりないと青く

さく、 かたくなる。

・砂糖はよくとかさないと、豆についた時ザラメみたい

にかたくつくので、 よくとかす。

伊藤喜恵子さん（大 町）

目 朝日豆－制金） ;\ C 

10 
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よ
く
わ
か
る
「
エ
コ
ミ
ュ
l
ジ
ア
仏
」

入
門

「
朝
日
連
峰
の
四
季」

と
い
う
写

真
集
が 、
一

月
の
県
内
主
要
書
店
調

べ
（
山
形
新
聞）

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
入
り
ま
し
た 。

こ
れ
は 、

こ
の
広
報
の
記
事
に
も

あ
る
と
お
り 、

常
盤
の
佐
竹
伸一
さ

ん
が
写
真
を
撮
り 、

文
章
を
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
す 。

朝
日
連
峰
は 、

国
立
公
闘
に
指
定

さ
れ
て
い
る
す
ば
ら
し
い
山
で
す
が 、

富
士
山
や
北
ア
ル
プ
ス
の
よ
う
に 、

全
国
的
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
山
で

は
あ
り
ま
せ
ん 。

そ
れ
で
も 、

毎
日
の
よ
う
に
な
が

め
て
い
る 、

朝
日
町
の
人
や
県
民
の

人
々
に
と
っ
て
は 、

大
変
愛
着
の
あ

る
山
な
の
で
し
ょ
う 。

こ
の
本
が
た
く
さ
ん
売
れ 、

多
く

の
人
達
の
関
心
を
引
き
つ
け
た
の
は 、

愛
着
あ
る
も
の
に
光
を
あ
て 、

写
真

集
と
い
う
素
晴
ら
し
い
形
に
さ
れ 、

表
現
さ
れ
た
こ
と
に 、

人
々
が
共
感

し
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す 。

光
の
あ
て
か
た
に
は 、

本
を
出
版

し
た
り 、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
た

り 、
わ
か
り
や
す
く
展
示
を
し
た
り 、

製
品
に
し
た
り
と 、

い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す 。

町
内
に
は 、

価
値
の
あ
る
も
の 、

町
民
の
誇
り
に
で
き
る
も
の 、

お
も

る

宅
I 

し
ろ
い
も
の
が 、

沢
山
か
く
れ
て
い

ま
す 。そ

れ
ら
に
光
を
あ
て 、

具
体
的
に

見
た
り 、

知
っ
た
り 、

知
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
は 、

住
ん
で
い
る
人
た
ち

の
誇
り
や
心
を
回
復
し 、

郷
土
愛
を

育
て 、

新
し
い
産
業
づ
く
り
に
も
つ

な
が
り
ま
す 。

地
域
の
か
く
れ
た
魅
力
や
価
値
に

光
を
あ
て
磨
き
を
か
け
て
い
く
こ
と

は 、
エ
コ
ミ
ュ
l

ジ
ア
ム
に
と
っ
て 、

最
も
重
要
な
仕
事
の
ひ
と
つ
で
す 。

（
朝
日
町
エ
コ
ミ
ュ
1
ジ
ア
ム
研
究
機
構）




